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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
の
国
々
を
震
撼
さ
せ

て
い
る
。人
的
往
来
の
激
し
い
先
進
諸
国
か
ら
始
ま
っ

た
。ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
多
く
の
犠
牲
者
が
で

た
。医
療
設
備
・
技
術
が
優
れ
て
い
る
国
で
さ
え
右
往
左

往
。そ
の
後
、当
然
発
展
途
上
国
へ
と
感
染
が
広
が
る
。

医
療
設
備
や
医
師
の
不
足
、さ
ら
に
は
衛
生
管
理
の
問

題
が
あ
る
国
で
は
、爆
発
的
な
被
害
が
予
想
と
し
て
紙

面
に
出
て
い
た
。

　

先
進
国
と
言
わ
れ
る
国
々
で
さ
え
、自
国
の
感
染
を

防
ぐ
の
に
精
一
杯
で
、他
国
の
こ
と
ま
で
手
が
回
ら
な

か
っ
た
の
が
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。途
上
国
へ
マ
ス
ク

や
医
薬
品
を
送
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
な
か
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。わ
ず
か
な
医
師
の
派
遣
は
あ
っ
た
よ
う

だ
。こ
れ
が
僕
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
見
落
と
し
で
あ
れ
ば

幸
い
と
思
う
の
だ
が
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）持
続
可
能
な
開

発
目
標
」は
、国
連
が
提
唱
し
て
い
る
。世
界
1
9
3
か

国
が
参
加
し
、2
0
3
0
年
に
向
け
て
、17
の
ゴ
ー
ル
を

め
ざ
し
、1
6
9
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
取
り
組
む
も
の
だ
。世
界
が
、力
を
合
わ
せ
て
貧
困
・

教
育
・
差
別
な
ど
を
な
く
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
運
動

で
あ
る
。様
々
な
団
体
が
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。

　

市
国
際
交
流
協
会
も
そ
の
団
体
の
一
つ
。協
会
の
作

成
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
ポ
ス
タ
ー
で
目
を
惹
く
が
、余
り
に

も
達
成
目
標
が
多
す
ぎ
て
、残
念
な
が
ら
、一
見
し
て
理

解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
が
残
念
。

　

近
年
、若
い
人
が
、貧
困
・
教
育
・
差
別
な
ど
に
つ
い
て

国
際
的
に
声
を
大
に
し
て
い
る
。若
い
人
と
は
思
え
な
い

素
晴
ら
し
い
発
言
内
容
だ
と
感
じ
て
い
る
。活
動
し
て

も
、国
情
に
よ
っ
て
は
動
か
せ
な
い
こ
と
が
多
い
。だ
が
、

民
間
団
体
の
方
が
動
き
や
す
さ
が
あ
る
こ
と
も
事
実
。

ま
た
、友
好
提
携
し
て
い
る
自
治
体
の
市
民
レ
ベ
ル
で
不

足
品
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
た
と
心
温
ま
る
ニ
ュ
ー
ス

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
事
実
。

　

活
動
す
る
方
が
増
え
れ
ば
そ
れ
だ
け
運
動
の
パ
ワ
ー

が
強
く
な
る
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」が
気
に
な
れ
ば
是
非
当
協

会
の
活
動
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

私たちの
国際交流

西春駅前　山田 建二

【人間を取り戻したい】

【パンデミック】

【終息はあるか】

【新型コロナウイルス】
ウイズ・コロナを考えるウイズ・コロナを考える

　このたびの、新型コロナウイルスの

パンデミック(世界的な大流行)は、

昨年12月に中国・武漢から始まり、3月には、ヨーロッパからアメリカに移り、今、ロシ

アやブラジルを襲っております。3～5週間で国境を越え、変異を繰り返し、病原性が

高まっており、ますます、制御し難いウイルスと化しています。あっという間に、全世界

に拡散し、感染者は1,000万人を越え、死亡者は50万人を

突破し、その感染に勢いは衰えません。

　このウイルスの感染は、飛沫感染と接触感染の2つとされ

ています。飛沫感染は、感染者のくしゃみ、咳、つばなどと一

緒にウイルスが、放出され、口や鼻から吸い込んで感染しま

す。また、接触感染は、感染者がくしゃみや咳を手で押さえた

後、回りのものに触れることで感染します。無症状の潜伏期間にもウイルスは放出さ

れます。特に、症状が出る直前の1～2日間にウイルスの放出量が多いということです。

そして、2週間程度で感染のリスクは無くなるとのことです。ウイルスは鼻腔・咽頭だけ

でなく、唾液や便にも含まれています。また、飛沫、接触からの感染だけでなく、エアロ

ゾルのような形で長時間にわたって空中を浮遊し、周囲の器物に付着し、72時間も

感染力を保つそうです。

　感染症がパンデミックとなったのは、新型コロナ

ウイルスが、初めてではありません。

　100年前のスペイン風邪は、世界中で5億人が感染したとされ、これは当時の世界

人口の4分の1程度に相当し、死者数は1,700万人から5,000万人と推計されていま

す。当時、総人口約5,500万人だった日本でも、感染者数、約2,380万人、死者数約

39万人と言われています。

　また、14世紀に起きたペストのパンデミックは、当時の世界人口4億5,000万人の

22％にあたる1億人が死亡したと推計されています。

近年まで、ペストの感染は続いており、2004-2015年で、世界で56,734名が感染

し、死者数は4,651名（死亡率 8.2%）とのことです。人類は、細菌感染症であるペス

トを、まだ撲滅できていません。

　新型コロナウイルスとの戦いは、長期戦を覚悟しなければなりません。

　この感染症を終息させるためには、治療薬がで

きるか、ワクチンができるか、国民の6割以上が感

染する必要があるとされる集団免疫を確立できるか、それらの見通しが立つまでは、

「人と人の接触を避ける」というのが、唯一の対策のようです。私たちは、辛くて厳しい

現実と向き合っていかなければなりません。

　4月に、わが国は、緊急事態宣言を発令しました。世界の常識では、感染症の封じ込

めには、強権的なロック・ダウン（都市封鎖）が一般的ですが、わが国の対策の「自粛要

請」レベルでは、抑え込みは難しいと、内外から厳しい批判を受けました。しかし、感染

爆発を回避し、医療崩壊もなく、死者数も奇跡的に抑え込むことができました。米外交

誌から、「奇妙な成功」と驚かれました。日本人の底力、民度や規律性の高さが、あらた

めて再評価されております。

　しかし、このパンデミックの第2波の到来に対する懸念や危機感が強まっています。

ウイルスや感染症の専門家の間では、第2波は確実にやってくるということが、半ば常

識となっておりますが、この経験を活かすことができれば、わが国の自粛の手法で、この

難局を乗り越えられると期待しています。

　「人間は社会的動物である」とされ、

この社会性は、他の動物には見られな

い、人間に特有の独特の自然本性であるとされております。社会的な存在であるために

は、人と人との交流がすべての基本です。人は交流により、友をつくり、家族をつくり、地

域をつくり、社会をつくり、国をつくり、世界をつくっております。しかし、新型コロナウイ

ルスは、人と人の交流を遮断しております。新型コロナウイルスを乗り越えなければ人

間の未来はありません。

　感染防止に向けて、政府の専門家会議が提案した「換気の悪い密閉空間、多数が集

まる密集場所、間近で会話や発声をする密接場面」を避けるという「3密」を「新しい生

活様式」にしっかりと根付かせていくことが大切です。

　協会は、テレワークを実施しました。オンライン飲み会も試行しました。物理的な

距離をなくした、新しい交流ネットワークの構築も手ごたえを感じております。ソー

シャル・ディスタンス（社会的距離）を確保したコミュニケーションも工夫しておりま

す。

　人と人との接触を減らしながら、人と人との濃密なつながりをどう構築していくか。

人と人との交流をどう進めるか。まだ、先行き不透明でありますが、「ウイズ・コロナ（新

型コロナウイルスとの共生）」の時代を、しっかりと前を向いて進んでいきましょう。

何だ、これ！
ＳＤＧｓ

出典：国立感染症研究所出典：国立感染症研究所
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日本語学習支援ボランティア

北名古屋市コミュニティセンター

毎週金曜日　午後７時15分～8時45分

市内各小中学校

毎週1回

外国籍市民やその子女の基礎的な日本語の学習支援を行っています。
日本語で学習支援していただきます。初めての方、大歓迎です。

を始めま
せんか

場 所
日 時

ちいき　　 　  く　　　　 　　がいこくせきしみん　　　みな　　　　　　 　ぶんか　 　           しゅうかん　 　 げんご

地域で暮らす外国籍市民の皆さんの文化・習慣・言語の   
ちが　　　　　　 かか　　　　　　　　もんだい　　　　　　　　　　かんが　　　　もんだいかいけつ

違いから抱えている問題を、ともに考え、問題解決につなぐ
ため、外国人生活相談サービスを行っています。〈予約制〉

外国人生活情報サービスをご活用ください

各種　　　　　　　　　　　　　等は下記までお願いします申し込み お問い合わせ

北名古屋市国際交流協会 TEL０５６８（２２）１１１１　　　
〒481- 8531 北名古屋市西之保清水田15番地 北名古屋市役所西庁舎4階

内線
２４００ Ｅメール info@kitanagoya-kiia.jp

ファクトブック https://www.kitanagoya-factbook.jp
フェイスブック https://www.facebook.com/kitanagoyakiiaFAX０５６８（２５）１８００

場 所
日 時日 時 月～金曜日　午前9時～午後5時 北名古屋市国際交流協会事務局場 所

がいこくじんせいかつそうだん　　　　　　　　　　　　おこな　　　　　　　　　　　　　　よやくせい

　
・
第
９
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
ア
ジ
ア
太
平

洋
諸
国
と
の
交
流
の
場
で
、食
と
文
化
の
交
流
を
通
じ
て
、

国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、市
民
手
づ
く
の
り
ア
イ
デ
ア
溢

れ
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

・
国
際
フ
ェ
ア
　
国
際
交
流
の
場
と
し
て
、市
内
で
開
催
さ

れ
る
フ
ェ
ス
タ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、国
際
理
解
を
深
め
る
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室　
名
古
屋
芸
大
の
留
学
生

と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、芸
術
教
室
を
開

講
し
、国
際
理
解
を
深
め
、子
ど
も
た
ち
の
国
際
感
覚
を
育

て
る
。

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
派
遣
）　
北
名
古
屋
市
と
友

好
的
な
交
流
先
へ
の
市
民
グ
ル
ー
プ
派
遣
を
支
援
し
、東
ア

ジ
ア
で
の
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
の
理
解
を
深
め
る
。

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
受
入
）　
海
外
の
自
治
体
や

国
際
交
流
団
体
等
を
受
け
入
れ
、交
流
を
深
め
、《
市
民
が

主
役
》と
な
る
草
の
根
の
国
際
交
流
の
実
現
に
努
め
る
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室
　
外
国
籍
市
民
を
対
象
に
基
礎
的

日
本
語
の
習
得
や
日
本
社
会
で
の
適
応
能
力
を
高
め
る
た

め
、毎
週
、金
曜
日
夜
、市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
講

す
る
。

・
子
ど
も
日
本
語
教
室
　
市
内
公
立
小
中
学
校
に
通
う
外

国
籍
市
民
の
子
女
を
対
象
に
日
本
語
の
学
習
支
援
と
日
常

生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
習
得
が
で
き
る
よ
う
、在
籍
の

小
中
学
校
へ
の
出
張
教
室
方
式
で
毎
週
１
回
開
講
す
る
。

・
外
国
語
講
座
　
一
般
市
民
を
対
象
に
、韓
国
語
１
コ
ー

ス
、英
会
話
３
コ
ー
ス
の
２
か
国
語
４
コ
ー
ス
を
健
康
ド
ー

ム
で
開
講
す
る
。

・
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
イ
メ
ー
ジ
・

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
っ
ち
ゃ
ん
」を
活
用
し
て
、「
北
名
古
屋

ブ
ラ
ン
ド
産
品
」啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

・
S
D
G
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）プ
ロ
グ
ラ
ム
　
地

域
で
の
S
D
G
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
啓
発
・
普
及
す
る
と
と

も
に
、S
D
G
s
活
動
を
地
域
づ
く
り
に
つ
な
い
で
い
く
。

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
外
国
籍
市
民

と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た「
外
国
籍
市
民
と
と
も
に
…

北
名
古
屋
を
語
ろ
う
！
」「
交
流
自
治
体
…
長
野
県
大
桑

村
を
知
ろ
う
」を
実
施
す
る
。

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
一
般
市
民
を
対
象
に
、国
際
理

解
を
深
め
る
た
め
の
講
演
会
や
映
画
鑑
賞
会
な
ど
を
実
施

す
る
。

・
草
の
根
交
流
海
外
派
遣
事
業
補
助
　
草
の
根
交
流
を
促

進
し
、地
域
の
国
際
化
に
つ
な
ぐ
た
め
、ア
ジ
ア
太
平
洋
諸

国
等
へ
、北
名
古
屋
市
民
が
グ
ル
ー
プ
等
で
行
う
草
の
根

交
流
海
外
派
遣
に
つ
い
て
、そ
の
経
費
の
一
部
を
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
す
る
。①
対
象
＝
北
名
古
屋
市
民
②
対
象
枠

＝
３
グ
ル
ー
プ
③
対
象
国
等
＝
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
等
④

補
助
金
＝
１
グ
ル
ー
プ
当
た
り
１０
万
円
を
限
度
と
す
る

（
渡
航
費
は
除
く
）。

・
広
報
戦
略
事
業
の
拠
点
づ
く
り
　《
市
民
が
主
役
》と
な

る
広
報
の
拠
点
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
協
会
に
整

備
す
る
。広
報
戦
略
プ
ラ
ン
を
実
行
す
る
推
進
母
体
と
し

て
、市
民
参
加
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、外
国
人
や
外

国
籍
市
民
に
よ
る
広
報
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

・
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方
式
）の
活
用
　
ウ
ェ
ブ
上

の『
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方
式
）』を
活
用
し
て
、

「
地
域
の
こ
し
」「
地
域
づ
く
り
」「
地
域
み
が
き
」「
地
域
じ

ま
ん
」を
内
外
に
発
信
。ま
た
、協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹

介
、各
種
講
座
の
案
内
、会
員
募
集
、草
の
根
の
国
際
交
流

令
和
２
年
度
の
重
点
事
業

令
和
２
年
度
事
業

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画

　　　　　　　
収入の部　 
負担金（会費等） 　　　　　581,000
補助金・助成金 　　 　12,720,000
諸収入 　　　　　　　　　2,833,067
繰入金　　　　　　　　　　　　143,388
繰越金 　　　　　　 　　　1,432,979
　　　　　　　　計 　　　　17,710,434
支出の部 
事務費 　　　　　　　　　7,102,292
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 　　　　　　　　 10,244,505
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）
予備費 　　　　　　　　 　　　　 0
　　　　　　　　計　　 　17,346,797
詳しくは協会までお問い合わせください

令和元年度決算報告 単位：円 単位：円　　　　　　　　　　　
収入の部 
負担金（会費等） 　　　　　610,000
補助金・助成金 　　　 1０,200,000
諸収入 　　　　　　　　　1,471,000
繰越金 　　　　　　　　　　363,000
　　　　　　　 計　　　　　12,644,000
支出の部 
事務費 　　　　　　　 　　8,056,000
（報償費・職員手当等・共済費・賃金・旅費・交際費・需用費・備品購入費等）
事業費 　　　　　　　　 4,548,000
（報償費・旅費・需用費・役務費・委託料・負担金補助金等）
予備費 　　　　　　　　 　 40,000
　　　　　　　 計　　　 12,644,000
詳しくは協会までお問い合わせください

令和2年度 収支予算書

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
草
の
根
交
流
海
外
派
遣
事
業
補
助

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
広
報
拠
点
づ
く
り

◆
国
際
交
流
の
場
づ
く
り

◆
国
際
交
流
の
担
い
手
と
な
る
人
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

◆
国
際
交
流
を
活
用
し
た
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り

　
協
会
は
多
く
の
人
と
交
流
し
世
界
に
繋
ぐ
夢
と
希
望

を
拡
げ
る
た
め
、国
際
交
流
の「
場
づ
く
り
」、国
際
交
流

の
担
い
手
と
な
る「
人
づ
く
り
」、国
際
交
流
を
活
用
し
た

「
地
域
づ
く
り
」、「
広
報
戦
略
拠
点
づ
く
り
」な
ど
、《
市

民
が
主
役
》と
な
る
草
の
根
交
流
を
推
進
し
、北
名
古
屋

の
国
際
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
協
会
を
め
ざ
す
。

　
特
に
、《
市
民
が
主
役
》と
な
る
広
報
を
め
ざ
し
て
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
開
設
し
た〈
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名

古
屋
方
式
）〉を
活
用
し
て
、「
地
域
の
こ
し
」「
地
域
づ

く
り
」「
地
域
み
が
き
」「
地
域
じ
ま
ん
」を
内
外
に
発
信

し
て
い
く
。

活
動
等
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
も
活
用
す
る
。

・
外
国
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
外
国
人
や
外
国
籍
市
民
が

来
訪
す
る
市
役
所
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、案
内
窓
口
な
ど
に
７４
カ
国
語
通
訳
翻
訳
機
能

機
器
ポ
ケ
ト
―
ク
を
配
置
し
、外
国
語
支
援
す
る
。

・
外
国
人
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
地
域
で
暮
ら
す
外
国
人

や
外
国
籍
市
民
が
抱
え
て
い
る
問
題
解
決
に
導
く
た
め
に

支
援
。外
国
人
や
外
国
籍
市
民
へ
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
体
制
の
構
築
を
め
ざ
す
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
積
極
的
に
活
用

す
る
。

・
会
報
発
行
　
協
会
の
活
動
や
催
事
の
紹
介
、各
種
講
座

の
案
内
、会
員
募
集
、市
民
の
草
の
根
の
国
際
交
流
活
動
等

を
紹
介
す
る
会
報
を
、『
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方

式
）』に
年
３
回
掲
載
す
る
。

・
第
８
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン・
北
名
古
屋
）　
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、ナ
ゴ
ヤ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
文
化

協
会
と
共
同
主
催
で
実
施
。民
族
衣
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
、バ
リ
舞
踊
、ジ
ャ
カ
ル
タ
の
人
気
Ｄ
Ｊ
に
よ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
風
デ
ィ
ス
コ
を
再
現
し
た
。　

・
国
際
フ
ェ
ア
　『
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
』『
第

８
回
と
ら
い
あ
ん
ぐ
る
フ
ェ
ス
タ
』な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
出

展
し
た
。

・
国
際
交
流
子
ど
も
芸
術
教
室
　
名
古
屋
芸
大
の
留
学

生
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、芸
術
教
室

を
開
講
し
た
。

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
派
遣
）　
北
名
古
屋
市
と

台
湾
台
北
市
大
同
区
、台
南
市
と
の
交
流
事
業
と
し
て
、

市
民
代
表
団
を
派
遣
し
た
。①

派
遣
時
期
＝
１０
月
１３
〜
１６
日

②
派
遣
＝
１７
名（
団
長
＝
吉
田

文
明
教
育
長
）③
市
民
報
告
会

＝
２
月
８
日

・
草
の
根
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム（
受

入
）　
台
湾
台
北
市
在
住
す
る

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
大
使
・

陳
世
傑
氏
を
受
入
れ
た
。

・
社
会
人
日
本
語
教
室

・
子
ど
も
日
本
語
教
室

・
外
国
語
講
座

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
　
通
訳
翻
訳
、イ
ベ
ン
ト
、日
本

語
教
室
、生
活
相
談
、運
営
企
画
会
議
な
ど
登
録
者
数
１

９
９
名
。

・
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）プ
ロ
グ
ラ
ム

・
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
国
際
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

草
の
根
交
流
を
促
進
し
、地
域
の
国
際
化
に
つ
な
ぐ
た

め
、ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
等
へ
、北
名
古
屋
市
民
が
グ
ル

ー
プ
等
で
行
う
草
の
根
交
流
海
外
派
遣
に
つ
い
て
、そ
の

経
費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
た
。①
３
グ
ル

ー
プ（
１７
名
）②
派
遣
国
＝
韓
国
・
米
国
グ
ア
ム
準
州
・
ベ

ト
ナ
ム

・
広
報
戦
略
事
業（
北
名
古
屋
方
式
）の
拠
点
づ
く
り

　《
市
民
が
主
役
》と
な
る
広
報
の
拠
点
づ
く
り
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
を
整
備
。広
報
戦
略
プ
ラ
ン
を
実
行
す
る
推
進

母
体
と
し
て
、市
民
参
加
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、外

国
人
や
外
国
籍
市
民
に
よ
る
広
報
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
め
ざ
し
た
。

・
北
名
古
屋
広
報
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
北
名
古
屋
方
式
）

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、『
フ
ァ
ク
ト
ブ
ッ
ク（
北
名
古
屋
方

式
）』を
整
備
。市
が
制
作
し
た
外
国
人
向
け
Ｐ
Ｒ
動
画
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
最
大
活
用
し
て
、北
名
古
屋
の
文
化
・
歴
史
・

産
業
・
暮
ら
し
を
網
羅
し
た
映
像（
一
部
動
画
）を
制
作
し

た
。①「
は
じ
め
ま
し
て　
北
名
古
屋
で
す
」（
１２
分
）②「
と

も
に
明
日
へ
。」（
４
分
・
１
分
３０
秒
）制
作

・
外
国
語
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
外
国
人
生
活
情
報
サ
ー
ビ
ス

・
会
報
発
行
　
７
・
11
・
４
月
に『
北
名
古
屋
市
民
タ
イ
ム

ズ
』を
通
じ
て
、全
世
帯
に
届
け
た
。

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新　
外
国
語
版
は
、協
会
登
録
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
作
成
し
た
。

◆
草
の
根
交
流
海
外
派
遣
事
業
補
助

令
和
元
年
度
事
業
報
告

社会人向け 小中学校児童・生徒向け

がいこくじんせいかつじょうほう
かつよう


	会報37右４
	会報37左３



